


新春の集い

去る2月5日、恒例の〈新春の集い2002}

が工ルシィ町田で開催されました。

記念講演は、鶴川竹本醤院院長の竹本泰

英先生をお招きして「高齢化社会における

健康管理・いかに生き、いかに自分を守るか」

と題して1時間程お話を伺いました。

懇親会場では、地区会ごと、或いは部会

ごとの懇親の輪ができ、和やかなひと時を

共有できました。

同社会に ? 牛き
白ノ¥

し、判こ日ノJを、fるか

E昔前iフ。口フィ-)レ=

昭和49年、東京医科大学卒業。

同50年、東京医科大学第2内科をはじめ数ヶ所に勤務。

平成元年、鶴川サナトリウム病院院長に就任。

平成7年、たま日吉台病院院長に就任。

平成11年、鶴川竹本醤院を開院。

信頼される医療、温かい看護をめざし

地元で安心のかかりつけ医をめざしてご活躍中。

。



知
ら
な
い
内
に
、

病
気
に
か
か
っ
て
い
る

生
活
習
慣
病
と
言
う
呼
び
方
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
日
常
生
活
で
気
づ
か
な
い

ま
ま
起
き
て
い
る
病
気
で
す
。

酒
・
タ
バ
コ
・
食
生
活
に
関
連
す
る
も

の
で
、
自
分
は
酒
・
タ
バ
コ
を
噌
ん
で
い

て
も
平
気
だ
と
思
う
人
が
い
ま
す
が
、
そ

れ
が
起
因
で
何
年
か
の
後
に
病
気
に
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
女
性
剖
才
、

男
性
沌
才
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
平
均
寿

命
が
延
び
た
の
は
、
明
治
・
大
正
の
人
達

の
食
生
活
が
良
か
っ
た
た
め
で
す
。
昭
和

的

i
印
年
に
は
外
食
産
業
が
入
り
、
簡
単

で
や
わ
ら
か
い
物
し
か
食
さ
な
い
様
に
な

り
ま
し
た
。
闘
い
物
を
食
さ
な
く
な
り
、

ア
ゴ
の
筋
力
を
弱
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

現
在
初
才
位
の
人
達
の
平
均
寿
命
は
初

才
位
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
、
あ
と
何
年
間
生
き
ら
れ
る

か
?
人
生
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
思
い
描
い

て
、
私
の
話
を
聞
い
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す。生
活
習
慣
病
と
は
何
か

生
活
習
慣
病
を
具
体
的
に
話
し
ま
す
と

①
高
血
圧
・
・
・
こ
れ
は
家
族
性
の
影
響
が
あ

り
ま
す
。
両
親
・
兄
弟
の
中
に
血
圧
の
高

い
人
が
い
れ
ば
、
現
在
正
常
で
も
急
に
高

く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

高
血
圧
の
放
置
は
、
脳
血
管
障
害
を
起

こ
し
、
脳
梗
塞
や
脳
出
血
が
始
ま
っ
て
し

ま
す
。
血
圧
の
高
い
人
は
脳
出
血
を
起
こ

し
易
く
、
血
圧
の
低
い
人
は
脳
梗
塞
が
多

い
の
で
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

②
糖
尿
病
:
・
原
因
は
食
べ
過
ぎ
で
す
。
自

覚
症
状
が
無
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

手
足
の
し
び
れ
、
水
を
多
く
摂
取
す
る
の

は
症
状
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

放
っ
て
お
く
と
血
管
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
し
、

脳
梗
塞
・
心
筋
梗
塞
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ

る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

③
高
脂
血
症
・
:
脂
質
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
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州
龍
制

桁蒼斗一
百年は経っていると思われる中国産

の青墨に助けられ、始めて描いた水墨画

にしては意図した古様が表現できたよ

うである。様式は唐時代に倣った。

(原町田、勝楽寺本堂内陣新襖絵の部分)

。
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j
d
-中
性
脂
肪
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

drs 

こ
の
数
値
の
高
い
人
は
全
部
食
べ
過
ぎ
が

綴
惣
F

原
因
で
す
。
食
習
慣
の
改
善
が
必
要
不
可

野

す
。

脂
質
が
多
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
原
因
と

綴
議
唯
一

し
ん引
は
、
昔
な
が
ら
の

日
本
食
の
減
少
、

認

の

増

加
、
そ
れ
に
よ
り
摂
取
カ
ロ
リ

ー
が
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
と
で
す
。

動
脈
硬
化・

脳
梗
塞
を
引
き
起
こ
す
要
因

で
す
。

自
分
の
老
後
を

い
か
に
健
康
で
い
ら
れ
る
か

傘
酒
と
タ
バ
コ
、
こ
れ
が
曲
者
で
す
|
|
-

糖
尿
病
患
者

は
、
酒
を
飲
む

と
血
糖
値
が
下

が
る
と
い
う
認

識
を
持

っ
て
い

ま
す
が
こ
れ
は

間
違
い
で
す
。

酒
に
含
ま
れ
る

水
分
を
摂
る
の

。

で
血
糖
値
が
下
が

っ
て
い
る
だ
け
で
す
。

飲
酒
後
の
ラ
ー
メ
ン
は
最
も
危
険
で
す
。

タ
バ
コ
は

1
日
に

1
本
吸
う
人
も

ω

本
吸
う
人
も
体
に
悪
い
の
は
同
じ
で
す
。

疫
の
か
ら
み

・空
セ
キ
は
自
覚
症
状
な
の

で
止
め
て
下
さ
い
。
肺
ガ
ン

・食
道
ガ
ン

に
な
ら
な
い
た
め
に
も
タ
バ
コ
は
厳
禁
で

す
。

鱗
心
臓
を
鍛
え
る
|

|

一
般
的
に

1
日
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は、

体
重
×
叩

U
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー

(例

的
キ

ロ
グ
ラ
ム
×

m

H
1
8
0
0
キ
ロ
カ
ロ

リ
ー
)
で
す
。

余
分
な
カ
ロ
リ
ー
を
消
耗
す
る
た
め
に

は
、
運
動
が
必
要
で
す
。
歩
く
こ
と
か
ら

始
め
ら
れ
ま
す
。
男
性

9

3
0
0
歩
、
女

性

8
3
0
0
歩
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
以
上
歩
い
て
欲
し
い
。
早
足
で
息
を

切
ら
す
感
じ
で
歩
く
。
心
拍
が
上
が
る
よ

う
に
日
分
以
上
続
け
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
に
負
担
を
か
け
な
い
と
運
動
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
を
鍛
え
る
こ
と
で
心

拍
数
を
一
定
に
保
ち
、

血
流
を
良
く
し
て
、

細
胞
を
活
性
化
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。



但
し
急
に
体
を
動
か
す
と
腰
や
ひ
ざ
を

痛
め
ま
す
。
筋
力
の
低
下
が
腰
痛
を
起
こ

し
、
歩
き
方
を
悪
く
し
て
ひ
ざ
を
痛
め
ま

す
。
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
適
度
の
運

動
か
ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

勢
体
重
を
チ
工
ツ
ク
す
る
|

|

理
想
的
な
体
重
の
目
安
は
身
長
マ
イ
ナ

ス
別
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
体
重
が

大
事
な
の
か
。
摂
取
カ
ロ
リ
ー
と
運
動
量

と
の
関
係
で
す
。
太
り
過
ぎ
は
生
活
習
慣

病
の

一
閣
で
す
。

鱗
若
さ
を
保
つ
に
は
ー
ー
ー

食
塩
を
減
ら
す
。
醤
油
を
減
ら
す
。
麺

類
の
汁
を
残
す
。
健
康
の
た
め
に
、
減
塩

を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
朝
食
を

摂
ら
な
い
人
が
多
い
が
、
砂
糖

一
杯
の
飲

物
を
摂
取
し
て
欲
し
い
。
朝
に
糖
分
を
摂

る
と
言
う
こ
と
は
、
脳
の
活
性
化
を
促
進

す
る
か
ら
で
す
。

畿
、
ホ
ケ
な
い
た
め
に
|

|

ボ
ケ
(
痴
呆
)
の
始
ま
り
は
、

『同
じ

乙

と
を
話
す
。
忘
れ
る
。
思
い
出
さ
な
い
。
興

味
・
関
心
を
失
う
』
。
ひ
と
つ
で
も
身
に
覚

え
が
あ
れ
ば
要
注
意
で
す
。
ボ
ケ
な
い
た

め
に
は
、
適
度
な
運
動

・適
度
な
睡
眠

・適

度
な
飲
酒
を
心
が
け
自
分
が
楽
し
ん
で
生

き
て
い
く
こ
と
で
す
。

自
分
が
あ
と
何
年
生
き
ら
れ
る
か
、
人

生
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
組
み
立
て
て
生
き

て
頂
き
た
い
。
い
か
に
生
き
、
い
か
に
自

分
を
守
る
か
。
7
つ
の
健
康
習
慣
を
紹
介

し
て
講
演
を
終
わ
り
ま
す
。

、
f

ド、、

。

チ

伝

し

3
、
定
期
的
に
か
な
り
激
し
い
運
動
を
す

4
9
0
 

4
、
適
正
体
重
を
保
つ
。

5
、
充
分
な
睡
眠
を
と
る

0

6
、
毎
日
朝
食
を
摂
る
。

7
、
不
必
要
な
間
食
を
し
な
い
。

七
つ
の
健
康
習
慣

1
、
喫
煙
を
し
な
い
。

2
、
飲
酒
は
適
度
に
す
る
。

7
つ
の
事
柄
を
身
に
し
み
な
が
ら
、
参

加
者
が
笑

い
の
・
中
に
も
真
剣
に
聞
き
い

っ
た
講
演
が
終
了
し
ま
し
た
。

(矢
部

幸
孝
)

適
当
は
い
け

。



第22回
通常総会の
お知らせ

平成宮23困

[第一部]通常総会

午後4時~5時 (予定)

議案

第1号議案

平成13年度事業報告承認の件

第2号議案

平成13年度収支決算報告

並びに監査報告承認の件

第3号議案

平成14年度事業計画 (案)承認の件

第4号議案

平成14年度収支予算(案)承認の件

場所

パ
ス
研
修
会

地区会の
片手ルイ

森
野
地
区
会
パ
ス
研
修
会

「
成
田
山
新
勝
寺
と

ス
バ
三
日
月
龍
宮
城
」

2
月
町
目
、
必
名
の
参
加
者
で
、
午
前

7
時
加
分
、
美
舟
寿
司
の
前
を
成
田
山
新

勝
寺
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

行
き
の
車
内
で
は
、

「初
め
て
の
税
務

調
査
へ
の
対
応
」
と
い
う
ビ
デ
オ
を
見
な

が
ら
、
少
し
だ
け
勉
強
し
た
後
は
、
お
し

[第二部]懇親会

午後5時 15分~(予定)

会費=3000円

ゃ
べ
り
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。

新
勝
寺
で
参
拝
を
し
た
後
は
、
お
待
ち

か
ね
、
世
界

一
の
温
泉
?
・
と
う
た
っ
て
い

る
ス
パ
三
日
月
龍
宮
城
へ
向
か
い
ま
し
た
。

和
・
洋
・
中
の
バ
イ
キ
ン
グ
で
お
腹
い

っ
ぱ
い
食
べ
た
後
は
、
海
を
見
な
が
ら
の

入
浴
。
す
ば
ら
し
い
景
色
と
お
ふ
ろ
で
、

日
頃
の
忙
し
さ
も
忘
れ
て
ホ
ッ
と
し
た

気
持
ち
で
最
高
の
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

文
来
年
も
森
野
地
区
会
の
パ
ス
研
修
に

ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
渋
谷

。
満



各地区で税務研修会開催!!

法
律
研
修
会

忠
生

3
地
区
、
小
山
地
区
会

合
同
法
律
研
修
会

「
わ
か
り
や
す
い

、債
権
・
債
務
の
法
律
」

吃
月

3
日

午

後

7
時
j

し
よ
う
い
や
お
名
参
加

講
師
H

弁

護

士

青

木

孝

先

生

税
務
研
修
会

「
身
近
な
税
金
と

新
し
い
個
人
所
得
申
告
書
の

書
き
方
牛

-
金
森
、
高
ヶ
坂
地
区
会

2
月

6
日

午

後

6
時
叩
分

1

吉田
ヶ
坂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

市
名
参
加

-
小
川
・
つ
く
し
野
、
鶴
間
地
区
合
同

2
月

刊

日

午

後

6
時
加
分

l

小川・つくし野地区会と鶴間地区会か合同で実施

リ
バ
ブ
ル
ス
ク
エ
ア
南
町
田

叩
名
参
加

-
旭
町
地
区
会

2
月

辺

日

午

後

7
時

i

旭
町
地
区
会
館
引
名
参
加

-
成
瀬
第

一
、
第
二
地
区
合
同

2
月

お

日

午

後

6
時

ω分
1

な
る
せ
駅
前
市
民
セ
ン
タ
ー

お

名

参

加

「
身
近
な
税
金
と

会
祉
取
引
を
め
ぐ
る
税
務
」

・
鶴
川
第
二
地
区
会

ロ
月

6
日

午

後

6
時
1

町

田

会

館

料

名

参
加

成瀬第 、第二地区会が合同で実施

。



俳句の部

短
歌

俳
句
欄

の
ア
ト

庖 エ絵

手灰Eを
/i}，か五 宝
と な 嬰永
する 草堂

御?本 =
庭影己主扇
lこ*リ
梅作 図

に民

地
祭
り
や

地
熱
り
の

と
き
己
ノ
¥

野
良
猫
の

売
り
声
の 株

庭亙みF
の女こ土
まの と
らも ?
なす プ

か会 7
1¥に ス

鳥i嘉

くの
る 草

矢
沢

(株
)堤
ビ
ル

堤

寒
の
見
舞
の

呼
び
て
帰
ら
ぬ

片
便
り

春
の
冷
え

(株
)
三
興

渋
谷

そ 恋
のの
ま 哀
たれ
先;を
の

聞
く
夜
な
か

春
う
る
む

(株
)
日
経
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

丸
山

ひ
と
仕
事

終
へ
て
見
上
げ
る

北
風
の
か
ら
か
ら
か
ら
と

野
遊
び
の

つ
る
し
雛

春
時
雨

葉
音
か
な

有

E型
容
ひ

」 μ 盆か
酋tる
雪
=此

旅
の
道
づ
れ

作
り
継
が
れ
し

旅
に
出
る 武

敏
栄清

Ji泰
夫

ハ
ツ
エ

深
梅
や

梅
白
し

紅
梅
や

喜
寿
と
な
り

(
有
)
シ
マ
ノ

略
図
を
た
た
む

さ
ざ
な
み
の
ご
と

(株
)
マ
ツ
ヤ
マ

住
き
か
ふ
憎
の

軽
き
ダ
ン
ス
の

五ド
にぷ
?雨

思

出
を

お
野

好-
子

東
(傑

節
子

う
金
映
ゆ

お
ぼ
ろ
の
夜

丸
昭
シ
ル
ク
(
株
)

倖
せ
を
か
み
し
め
な
が
ら

か
く
れ
ん
ぼ
鬼
を
取
り
ま
く

(
株
)
町
田
電
子
計
算
セ
ン
タ
ー

慧t遠
星 ま
のは

り
し
て

民事
一春
の

音
も
無
く

娘
等
の
友

堀
内

千
子

花
菜
つ
む

春
の
風

主
方

い
よ
子

紅
梅
の
ま
っ
さ
か
り

吐
息
散
り
ば
め

風
の
向む宮
く壬
ま き
ま型

有

(
有
)
う
ち
だ

青
白
く
澄
む

白
井
産
業
(株
)

話
し
は
ず
み
し

犬
ふ
ぐ
り

吉
川

良
子

少
し
行
く

内
田

正
子

寒
夜
空

臼
ダ|ニ

照
子

春
障
子

(
有
)
千
石
屋

残
月
が

逝
く
子
に
見
え
る

神
蔵
興
業
(
有
)

写
真
に
収
め

す
ず
か
け
商
事
(
株
)

柚
子
の
香
の

残
り
し
肌
へ

(有
)
フ
サ
ミ
ボ
ー
リ
ン
グ

針
供
養

母
の
お
も
か
げ

(
有
)
協
同
電
気

た
ち
登
る

向
う
の
山
の

モ
リ
マ
チ
ス
ポ
ー
ツ
(
株
)

春
風
に

ふ
く
ら
む
明
日
の

短
歌
の
部

(株
)
久
美
堂

感
謝
な
し
つ
つ

今
日
の
ひ
と
日
を

高
橋

-冬
の
内

神
蔵

玉
飾
り

友
井

水
明
り

Iや
村

ト
セ
子

重
ね
み
し

畔
初1I

富
美
子

野
焼
き
か
な

森
町希

望
見
え

喜
代
子

井
ノ
上老

の
身
の

無
事
に
過
せ
り

さ
く
ら
咲

き

さ

く
ら
散
り
ゆ
く
風
物
も

我
が
老
心
哀
感
よ
ぎ
る

あ
る
が
ま
ま

。
初
枝

短歌・俳句をお寄せください。ご寄稿には、事務局宛てご一報ください。次回の発行は8月の予定です。 1

玉
江好

久
子
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口

間税会・源泉部会・
合同パス研修会

「東京ディズニーシー」

間

税

会
と
の
初

の
合
同
パ
ス
研
修
会

が

3
月
8
日
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
研
修
先
は

今
話
題
の

東
京
デ
ィ

ズ

ニ
ー

シ
l
。
間
税
会

口
名
、
源
泉
部
会
お
名
、

事
務
局

1
名
の
計
担

名
の
参
加
者
で
し
た
。

両
会

と
も
に
過
去
の

参
加
者
が

別
名
前
後

で
あ

っ
た
事
か
ら
、
パ
ス
代
等
の
経
費
節

減
と
、
両
会
会
員
相
互
の
交
流
を
ね
ら
っ

て
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

朝

8
時
出
発
、
午
後

日
時
帰
着
と
い

う
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル

で
し
た
が
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
デ

ィ
ズ

ニ

ー
シ
!
の

1
日
を
存
分
に
楽
し
ま
れ
た

よ
う
で
す
。
往
路
の
パ
ス
車
中
で
は
、
杉

山
間
税
会
会
長
、
三
橋
源
泉
部
会
長
の
挨

拶
の
後
、
関
税
会
の
中
村
さ
ん
、
渡
辺
さ

ん
の
進
行
で
研
修
ビ
デ
オ

3
本
の
上
映

と
税
金
ク
イ
ズ
、
そ
し
て
事
務
局
の
垣
江

さ
ん
に
よ
る
デ
ィ
ズ
ニ

ー

マ
ジ

ッ
ク
の

チッフ。といっしょに「はし'j'¥チリ!!J

話
と
盛
り
沢
山
の
内
容

で
、
あ

っ
と
い
う
聞
に

現
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

税
金
ク
イ
ズ
は
知

っ

て
い
る
よ
う
で
知
ら
な

い
身
近
な
問
題
が
日
問
。

ロ
間
以
上
の
正
解
者

が

3
名
も
お
ら
れ
、
会

か
ら
賞
品
を
差
し
上
げ

ま
し
た
。
デ
ィ
ズ
ニ
ー

マ
ジ
ッ
ク

の
話
は
、
デ

ィ
ズ

ニ
ー
の
経
営
方
針
、
顧
客
満
足
に
対

し
て
の
ポ
リ
シ
ー
な
ど
普
段
聞
け
な
い
デ

ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
繁
栄
の
秘
密
を
伺
い
知

る
事
が
出
来
ま
し
た
。

創
設
者
の
ウ
オ
ル
ト
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
実

体
験
か
ら
、
子
供
だ
け
で
な
く
老
若
男
女

だ
れ
で
も
が

〈夢
の
世
界
〉
を
楽
し
め
る

よ
う
、

4
つ
の
鍵

H
{
ω
ω
p
q
¥
安
全
}

{
h
o
Z
2
2
可

¥

礼

儀

}
{
印

E
o
d司
¥
み
だ
し

な
み
】
{
盟
出
巳

g
Q
¥
効
率
】
の
基
本
理

念
に
基
づ
い
て
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と

コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

「人
を
大
切
に
す
る
運
営
」
「
幸
せ
を
感
じ

。



て
も
ら
え
る
場
所
」

部会
便り

を
創
造
し
て
き
た

そ
う
で
す
。
お
客

様
は

〈
ゲ
ス
ト
〉
、

従
業
員
は

〈
キ
ャ

ス
ト
〉
と
呼
ん
だ
り
、

場
内
の
ど
こ
か
ら

も
外
部
の
建
築
物

等
が
見
え
な
い
設
計
も
そ
の
精
神
の
表
れ

で
す
。
こ
の
よ
う
な
話
を
聞
い
て
か
ら
入

場
す
る
と
、
ま
た
普
段
と
は
遠

っ
た
見
方

で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ

l
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

、一二
日
は

「ガ
ス
が
来
て
い
な
い
た
め
」

と
い
う
理
由
で
、
場
内
の
全
て
の
料
理
が

ス
ト

ッ
プ
し
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
畳
食

が
と
れ
な
い
と
い
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
の
対
応
策
も
瞬
時
に
全
キ

ャ
ス
ト
に
伝
え
ら
れ
、
全
員
が
同
様
の
説

明
と
お
詫
び
を
す
る
と
い
う
徹
底
振
り
に

は
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
実
は
場
外
近
隣
で

食
中
毒
が
発
生
し
た
た
め
の
ゲ
ス
ト
の

{ω民
σ
司
¥
安
全
}
を
考
え
た
万

一
の
対
応

策
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
お
詫
び
に
当
日

@ 

は
隣
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
も
入
場
可

能
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
夕
食
半
額
な
ど
迅

速
に
対
応
す
る
と
こ
ろ
は
経
営
者
と
し
て

も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

夜

8
時
過
ぎ
か
ら
の
最
大
の
呼
び
物

シ
ョ

l
、
花
火
や
噴
水
が
夜
の
水
面
に
踊

る
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ

l
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
堪

能
し
た
後
、
お
土
産
を
両
手
に
い
っ
ぱ
い

抱
え
て
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。
時
間
の
長

か
っ
た
分
、
学
ぶ
事
も
多
い
研
修
会
で
し

た

(三
橋
信
介
)

青
年
部
会
・
見
学
研
修
会

「
水
の
ゆ
く
え
を
探
る
・
.

上
下
水
道
の
実
態
見
学
」ミ

平
成
叫
年

3
月
1
日
(金
)

多
摩
川
上
流
下
水
処
理
場

ー
羽
村
取
水
浄
水
場
1

小
河
内
ダ
ム



ふ
7
回
は
、
上
下
水
道
の
処
理
施
設
を

見
学
す
る
と
い
う
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

普
段
私
達
の
飲
み
水
と
し
て
意
識
せ
ず

利
用
さ
れ
て
い
る
水
道
で
す
が
、
そ
の
水

は
ど
こ
で
取
水
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
処
理

を
し
て
、
ど
う
い
う
経
路
で
水
道
の
蛇
口

に
行
き
っ
き
、
そ
し
て
汚
水
と
な
っ
た
あ

めったに見れないところまで見学できました

と
、
ど
こ
で
ど
う
処
理
さ
れ
る
の
か
、
こ

の
行
程
を
多
少
順
序
は
違

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
が

一
度
に
確
認
で
き
ま
し
た
。

各
処
理
場
施
設
で
は
、
基
礎
的
な
施
設

説
明
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
汚
水
処
理
に

よ

っ
て
残
っ
た
汚
泥
の
再
利
用
や
、
浄
水

処
理
場
で
ろ
過
な
ど
の
過
程
で
出
た
沈
殿

物
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
違

っ
た
処
理

の
さ
れ
方
が
あ
る
こ
と
に
皆
驚
き
を
感
じ

て
い
ま
し
た
。

小
人
数
な
ら
で
は
の
見
学
と
言
う
こ
と

で
、
時
間
の
許
す
限
り
普
段
は
入
れ
な
い

と
こ
ろ
へ
の
立
ち
入
り
も
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
小
河
内
ダ
ム
の
中
に
入

っ
た
時
は
、

参
加
者
全
員
が
興
味
津
々
の
面
持
ち
で
臨

み
、
上
か
ら
眺
め
た
ダ
ム
と
、
ダ
ム
内
部

の
構
造
と
、
ダ
ム
を
下
か
ら
見
上
げ
る
体

験
が
で
き
ま
し
た
。

個
人
で
は
め

っ
た
に
見
学
で
き
な
い
施

設
を
、
今
回
は
青
年
部
会
の
近
藤
幹
事
の

お
取
り
計
ら
い
で
実
現
で
き
ま
し
た
。
こ

の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

(
中
島
良
彰
)

女性部会・税務研修会

「町田税務署小田署長の
ちょっと為になる話」

ロ
月6
日
、
法
人
会
事
務
局
に
お

い
て
、
辺
名
の
部
会
員
の
参
加
の
も
と
八

木
会
長
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
「
町
田

税
務
署
小
田
署
長
の
ち
ょ
っ

と
為
に
な
る

話
」
と
題
し
て
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取

り
巻
く
環
境
の
変
化
に
つ
い
て
、
情
報
公

開
法
の
施
行
や
、
国
家
公
務
員
倫
理
法
の

施
行
、

電
子
申
告
制
度
の
導
入
の
こ
と
な

@ 



ど
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
署
幹
部

の
方
々
と
の
意
見

交
換
会
で
は
、
税

務
調
査
で
気
に
な

る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
活
発
に
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
は
雰
囲
気
を
変
え
て
、
お
茶
と

お
菓
子
で
な
ご
や
か
に
懇
談
を
し
終
了
と

な
り
ま
し
た
。

(
高
橋
初
枝
)

女
性
部
会
・
新
年
会

「劇
団
俳
優
に
よ
る

踊
り
と
会
席
料
理
」

やさしく話される小田署長

1
i
月

U
目
、
ザ
・
エ
ル
シ
ィ
町
田
・

芙
容
亭
に
て
、
今
年
も
賑
々
し
く

必
名
の

参
加
を
得
て
新
年
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

着
物
姿
の
方
も
ち
ら
ほ
ら
、
は
な
や
か

な
雰
囲
気
の
中
、
部
会
長
の
ご
挨
拶
で
は
、

初
参
り
の
体
験
談
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

会
席
料
理
に
舌
つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら

お
し
ゃ
べ
り
に
華
が
咲
き
、
宴
た
け
な
わ

と
な
っ
た
頃
、
お
招
き
し
た
前
進
座
の
中

川
所
長
さ
ん
と
役
者
の
藤
川
矢
の
輔
さ
ん

が
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
長
唄
の

〈松
の
緑
〉

を
舞
わ
れ
、
プ
ロ
の
踊
り
を
拝
見
し
ま
し

た
。芸

談
議
で
は
、

三
木
の
り
平
さ
ん
、
市

川
右
太
エ
門
さ
ん
、
高
田
幸
吉
さ
ん
ら
往

年
の
俳
優
さ
ん
の
芸
に
対
す
る
姿
勢
や
く

せ
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
第

一
回
目
の
お
顔
合
わ
せ
が
盛
会

の
う
ち
に
お
聞
き
と
な
り
ま
し
た
。

(
坂
田

弘
子
)

@ 

着物姿で新年のご挨拶をされる神蔵部会長と女性部会の皆さん



司
問
問
困

自分の手で申告書をつくりたいとしヴ気持ちが伝わってきます

研
修
委
員
会

申
告
書
書
き
方
説
明
会
と

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス
を

実
施

平
成
日
年
度
最
後
の
講
習
会
と
し
て
、

申
告
書
の
書
き
方
説
明
会
と
パ
ソ
コ
ン
講

座

P

C
ラ
1
ニ

ン
グ
コ

l
ス
を
実
施
し

ま
4
山

7
レ
4
ん

。

今
回
第

6
期
の
パ
ソ
コ
ン
講
座
で
は
、

エ
ク
セ
ル
活
用
と
会
計
ソ
フ
ト
入
門
を
追

加
し
ま
し
た
。一

方
で
、

ホ

l
ム
ペ

l
ジ

作

成

講

座

と

イ

ン

タ

ー
ネ

ッ
ト
活
用
は

申
込
み
が
少
な
く
、

残

念

な

が

ら

中

止

せ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
で
し
た
。

法
人
税
申
告
書
の

書
き
方
説
明
会

2
月
刊
日

参
加
数
也
名

-
受
講
者
の
声
・

0
例
題
に
よ
る
具
体
的
な
説
明
な
の
で
理
解
で

き
ま
し
た
。

。
1
日
で
の
説
明
で
は
不
充
分
な
の
で
、

2
回

に
分
け
て
詳
し
い
説
明
を
希
望
し
ま
す
。

第

6
期

P
C
ラ
l
ニ
ン
グ
コ
l
ス

-
受
講
者
の
声
・

m×
。
。
一
入
門

(
3
月

5
日
)

。
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
と
、
す
ぐ
に
気
付
い

て
教
え
て
頂
け
た
の
で
、
混
乱
せ
ず
に
最
後
ま

で
楽
し
く
勉
強
が
出
来
ま
し
た
。

m×
。
。
一
活
用
①

(3
月
吃
日
)

。
奥
の
深
い
工
ク
セ
ル

、
難
し
か
っ

た
で
す
。
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
楽
し
く
勉
強

切
、
者
」
t
A
F
1

レ
hι

。

。
す
ぐ
に
使
い
た
い
機
能
ば
か
り
で
役
に
立
て

ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

会
計
ソ
フ
ト
入
門

(3
月
お
日
)

。
簡
単
に
入
力
で
き
る
と
言
う
の
が
魅
力
的
で

ー

υ
h
ι

。

@ 



興会

広
報
委
員
会、、》

J
f

見発
E
新

吾
-
固

'
B

目

白

ト

グ
3

''わ
に
で
i

d

、

担

同

イ
同
創

刊
f

ぽ
立
つ

広
報
委
員
会
で
は
、
表

4
(
裏
表
紙
)

の
〈
歩
い
て
わ
か
る
新
発
見
〉
取
材
の
た

め
に
実
際
に
歩
い
て
き
ま
し
た
。

パ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
野
津
田
車
庫
行
き

の
パ
ス
に
乗
り
図
師
大
橋
で
降
り
る
と
、

以
前
と
は
見
違
え
る
ほ
ど
道
幅
も
広
く
な

り
整
備
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
少
し
歩
く
と
、
〈
と
う
ふ
〉
と

い
う
看
板
が
見
え
て
き
ま
す
。
こ
こ
の

〈
と

う
ふ
ド
ー
ナ
ツ
〉
が
と
て
も
お
い

し
い
と

言
う
噂
を
聞
い
て
い
た
の
で
、
早
速
揚
げ

た
て
の
ド
ー
ナ
ツ
を
買
い
込
み
、
向
か
い

側
の
パ
ン
屋
さ
ん
で
は
酒
ま
ん
を
買
い
、

目
的
地
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
ま
し
た
。

日
大
三
高
の
校
舎
を
過
ぎ
た
あ
た
り
の

細
い
道
に
入
り
、

畳
で
も
薄
暗
い
竹
や
ぶ

の
小
道
を
通
り
抜
け
山
道
に
入
り
ま
し
た
。

本
当
に
小
山
田
緑
地
に
出
ら
れ
る
の
か
心

配
に
な
り
な
が
ら
も
進
ん
で
い
く
と
芝
生

運
動
広
場
が
見
え
て
き
た
の
で
ホ

ッ
と
し

土品

T
U
4ん
。

み
は
ら
し
広
場
で
先
程
の
ド
ー
ナ
ツ
と

酒
ま
ん
で

一
休
み
。
遠
く
大
山
や
近
く
の

小
山
田
桜
台
を
眺
め
な
が
ら
の
お
や
つ
は

最
高
に
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

小
山
田
の
谷
や
小
山
田
の
道
を
通
り
、

@ 

畳でも薄暗し、竹やぶの小道

最
終
目
的
地
大
泉
寺
に
着
き
ま
し
た
。
大

泉
寺
で
は
住
職
さ
ん
の
お
話
を
伺
う
こ
と

が
出
来
、
と
て
も
古
く
由
緒
あ
る
お
寺
だ

と
い
う
こ
と
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

実
際
に
歩
く
と
、
目
で
見
、
肌
で
感
じ
、

本
当
に
発
見
す
る
こ
と
が
多
く
、
体
に
も

良
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
報
裏
表
紙

の
地
図
を
参
考
に
歩
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
違
う
発
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご

一
報

下
さ
い
。

みはらし広場にて一休み



税
製|務
註i署
望iか
主|ら
菜|の
警|お

21知
支|ら
せ

1
、
納
税
証
明
書
の
種
類

税
務
署
で
発
行
す
る
納
税
証
明
書
に
は
、

主
な
も
の
と
し
て
次
の
種
類
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ど
の
種
類
の
納
税
証
明
書
が
必
要

と
な
る
の
か
、
納
税
証
明
書
の
提
出
先
な

ど
で
あ
ら
か
じ
め
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す。ω納
税
証
明
書
「
そ
の

1
」
・
:
納
付
税
額

等
の
証
明
書

ω納
税
証
明
書
「
そ
の

2
」
:
・
所
得
金
額

の
証
明
書

ω納
税
証
明
書
「
そ
の

3
」
:
・
未
納
の
税

額
が
な
い
こ
と
の
証
明
書

ω納
税
証
明
書
「
そ
の

3
の
2
」
:
・
申
告

所
得
税
と
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
未

納
の
税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明
書
(
個
人

用
)ω納

税
証
明
書
「
そ
の

3
の
3
」
:
・
法
人

税
と
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
に
未
納
の

税
額
が
な
い
こ
と
の
証
明
書
(
法
人
用
)

2
、
納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
際
に

必
要
な
も
の

納
税
証
明
書
を
請
求
す
る
た
め
に
来
署

さ
れ
る
際
に
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

川
ご
本
人
(
法
人
の
場
合
は
代
表
者
本
人
)

が
来
署
さ
れ
る
場
合

①
ご
本
人
の
印
鑑
(
法
人
の
場
合
は
代
表

者
の
印
鑑
)

②
ご
本
人
(
法
人
の
場
合
は
代
表
者
本
人
)

で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
も
の
(
例
え

ば
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
。
)

③
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙

(
手
数
料
の
計
算
方
法
は
次
頁
の

3
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
)

ω代
理
人
が
来
署
さ
れ
る
場
合
(
個
人
の

場
合
は
ご
本
人
以
外
の
ご
家
族
、
法
人
の

場
合
は
従
業
員
も
代
理
人
と
な
り
ま
す
。
)

①
ご
本
人
(
法
人
の
場
合
は
代
表
者
本
人
)

か
ら
の
委
任
状

※
代
理
人
に
は
納
税
証
明
書
の
使
用
目
的

を
伝
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

②
代
理
人
の
印
鑑

③
代
理
人
本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き

る
も
の
(
例
え
ば
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
な
ど
。
)

④
手
数
料
の
金
額
に
相
当
す
る
収
入
印
紙

(
手
数
料
の
計
算
方
法
は
次
頁
の

3
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
)

最
近
納
税
し
た
も
の
に
係
わ
る
納
税
証

明
書
を
請
求
さ
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
「
領

収
証
書
」
を
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
お

待
ち
い
た
だ
く
時
間
が
少
な
く
て
済
み
ま

@ 



す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

3
、
手
数
料
の
計
算
方
法

川
納
税
証
明
書
「
そ
の

1
」
友
び
「
そ
の

2
」

の
場
合

納
税
証
明
書
「
そ
の

1
」
及
び
「
そ
の

2
」

は
、
請
求
す
る
税
目
及
び
年
分
(
事
業
年

度
)
ご
と
に

1
枚
に
つ
き
側
円
と
な
り

ま
す
。
(
直
近
の

3
年
(
事
業
年
度
)
分
の

請
求
が
で
き
ま
す
。
)

請
求
す
る
税
回
数
×
請
求
す
る
年
分
数
(事

業
年
度
数
)×
請
求
す
る
枚
数
×
制
円

U

持
参
し
て
い
た
だ
く
収
入
印
紙
の
額

ω納
税
証
明
書
「
そ
の

3
」
、
「
そ
の

3
の

2
」
及
び
「そ
の

3
の
3
」
の
場
合

納
税
証
明
書
「
そ
の

3
」
、
「
そ
の

3
の

2
」
及
び
「
そ
の

3
の
3
」
は
、

-
枚
に

つ
き
側
円
と
な
り
ま
す
。

一
請
求
す
る
枚
数
×

一
枚
に
つ
き
仰
円
H

孟
竺
参
し
て
い
た
だ
く
収
入
印
紙
の
額

※
以
上
に
よ
り
計
算
し
た
手
数
料
の
金
額

に
相
当
す
る
収
入
印
紙
を
事
前
に
ご
用
意

く
だ
さ
い
。
(
税
務
署
で
は
収
入
印
紙
を

取
り
扱
っ
て
い
ま
せ
ん
。)

災
害
に
よ
り
財
産
に
相
当
な
損
害
を
受

け
た
方
が
、
そ
の
復
旧
に
必
要
な
資
金
の

借
入
れ
を
す
る
た
め
に
納
税
証
明
書
を
使

用
す
る
場
合
や
、
生
活
の
維
持
に
つ
い
て

困
難
な
状
況
に
あ
る
方
が
法
律
に
定
め
る

扶
助
等
の
措
置
を
受
け
る
た
め
に
納
税
証

明
書
を
使
用
す
る
場
合
な
ど
、
手
数
料
を

必
要
と
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
収
入
印
紙
を
購
入
す
る
前

に
税
務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

4
、
納
税
証
明
書
の
請
求

前
記

1
1

3
に
よ
り
、
請
求
す
る
納
税

証
明
書
の
種
類
の
確
認
、
請
求
す
る
際
に

必
要
な
も
の
の
準
備
が
で
き
ま
し
た
ら
、

納
税
証
明
請
求
書
(
税
務
署
の
窓
口
に
用

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
)
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
税
務
署
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

。
税
務
署
の
窓
口
で
は
、
納
税
証
明

請
求
書
の
受
付
の
際
に
、
ご
本
人
(
代
理

人
の
場
合
は
代
理
人
本
人
)
で
あ
る
こ
と

の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
承
知
お
き

く
だ
さ
い
。

@ 

東京国税局の庁舎が
移転しました

移転先

〒100・8102千代田区大手町1-3-3
大手町合同庁舎3号館

電話:03-321 6-6811 
※郵便番号、電話番号、最寄り駅の変更はありません。



百らのお知ら

今
後
、
決
算
期
を
迎
え
ら
れ
る
法
人
の
皆
様
へ

今
後
決
算
期
を
迎
え
ら
れ
る
法
人
に
関

す
る
改
正
点
と
口
注
意
点
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

小川
同
族
会
社
の
留
保
金
課
税
の

ナ
部
適

用
停
止

次
の
青
色
申
告
法
人
に
つ
い
て
は
、

2

年
間
の
措
置
と
し
て
同
族
会
社
の
留
保
金

課
税
を
適
用
し
な
い
特
例
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
規
定
は
、
平
成
ロ
月

4
月

1
日

か
ら
平
成

U
年

3
月
紅
白
ま
で
の
聞
に

開
始
す
る
事
業
年
度
分
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
ま
す
。

①
新
事
業
創
出
促
進
法
第

2
条
第

3
項

に
規
定
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

設
立

叩
年
以
内
の
同
族
会
社

②
新
事
業
創
出
促
進
法
第
日
条
の

3
第

2
項
に
規
定
す
る
認
定
事
業
者
(
主
務
大

臣
の
認
可
を
受
け
た
計
画
に
係
わ
る
新
事

業
分
野
開
拓
を
実
施
す
る
者
)
に
該
当
す

て 書 す申(注)る
い類る川告と同
まの中州醤w の寸族
す 写 小に特会
。 し企新例社

等 業事を
の者業受
添で創 v1
f寸あ泊?
がる促 f
要旨進 Y
件を法町」

は
と証に
さ すv 規確
れ る~ρ定定

ωパ
ソ
コ
ン
税
制
の
廃
止

取
得
価
額
問
万
円
未
満
の
パ
ソ
コ
ン

や
附
属
装
置
等
の
「特
定
情
報
通
信
機
器
」

を
平
成
日
年

3
月
白
日
ま
で
に
取
得
し

て
こ
れ
を
事
業
の
用
に
供
し
た
場
合
に
は
、

即
時
償
却
を
認
め
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る

パ
ソ
コ
ン
税
制
が
適
用
期
限
切
れ
に
よ

っ
て
自
動
的
に
廃
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ω電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
の
短
縮

電
子
計
算
機
の
耐
周
年
数
(
改
正
前

6

年
)
が
パ
ソ
コ
ン
に
つ
い
て
は

4
年
、
そ

の
他
の
も
の
(
サ
ー
バ
ー
機
や
汎
用
機
等
)

製造業、建設業、運輸業、その他の業種

(イからキまでに掲げる業種を除く)

100人1億円卸売業イ

100人5千万円サービス業 (カ友びキに掲げる業種を除く )ウ

50人5千万円小売業工

900人3億円コム製品製造業オ

300人3億円ソフトウエア業又は情報処理サ ビス業カ

200人5千万円旅館業キ

企業組合、協同組合、事業協同組合等ク

@ 



知らミら
に
つ
い
て
は

5
年
に
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
日
年

4
月

1
日

以
降
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
適
用

さ
れ
ま
す
。

延 (4)
長土

地
重
課
制
度
の
適
用
停
止
期
限
の

土
地
重
課
制
度
は
、
平
成
叩
年
度
の
改

正
に
よ
っ
て
平
成
ロ
年
ロ
月
白
日
ま
で

適
用
停
止
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
日
年

度
の
改
正
に
よ
っ
て
適
用
停
止
期
限
が
平

成
日
年
ロ
月
白
日
ま
で
と
な
り
、

3
年

延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

山間
有
価
証
券
を
譲
渡
し
た
場
合
の
譲
渡

損
益
の
計
算
方
法
及
び
計
上
時
期

有
価
証
券
を
譲
渡
し
た
場
合
に
は
、
原

則
と
し
て
約
定
日
(
取
引
日
)
に
お
い
て
、

譲
渡
対
価
の
額
か
ら
譲
渡
原
価
の
額
を
控

除
し
た
金
額
を
益
金
文
は
損
金
の
額
に
算

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
は
、
平
成
ロ
年

4
月

1
日

以
後
に
開
始
す
る
事
業
年
度
分
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成

ロ
年

4
月

1
日
か
ら

平
成
比
年

3
月
白
日
ま
で
の
聞
に
開
始

す
る
各
事
業
年
度
に
お
い
て
は
、
売
買
目

その売買目的有価証券を時価法 (事業年度終了の時に

おいて有する有価証券を銘柄の異なるごとに区別し、そ

の銘柄の同じものについて、その時における価額として

一定の方法により計算した金額をもってその有価証券

のその時における評価額とする方法)により評価した金

額

売買目的有価証券(短

期的な価格の変動を

利用して利益を得る目

的で取得した有価証

券)

その有価証券を原価法 (期末保有有価証券について、

その時における帳簿価額をもってその有価証券のその

時における評価額とする方法)により評価した金額(注)

上記以外の有価証券

(売買目的外有価証

券)

@ 

的
有
価
証
券
以
外
の
有
価
証
券
の
譲
渡
に

つ
い
て
、
そ
の
す
べ
て
を
引
渡
基
準
に
よ

っ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
引
渡
基
準
に
よ
る
処
理
が
認
め
ら
れ
ま

す
。

山間
有
価
証
券
の
評
価
方
法
の
整
備

有
価
証
券
を
次
の
よ
う
に
売
買
目
的
有

価
証
券
と
そ
れ
以
外
の
有
価
証
券
に
区
分

し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
期
末
の
評
価
額
の

算
定
方
法
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
売
買
目
的
有
価
証
券
の
時
価
に

よ
る
評
価
損
益
は
益
金
文
は
損
金
の
額
に

算
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

回
売
買
目
的
外
有
価
証
券
の
う
ち
、
償
還
期

限
及
び
償
還
金
額
の
定
め
の
あ
る
有
価
証
券

(満
期
保
有
目
的
有
価
証
券
)
に
つ
い
て
は
、

帳
簿
価
額
と
償
還
金
額
と
の
差
額
の
調
整
を

加
え
た
後
の
金
額
に
よ
り
評
価
し
た
金
額
に

よ
り
ま
す
。



法人会役員さんも
初日に

提出しました

初日提出に税務署を訪れた役員の皆さんです

2
月
日
日
の
確
定
申
告
の
受
付
開
始

日
に
は
、
法
人
会
は
じ
め
、
青
色
申
告
会
、

間
税
会
な
ど
の
役
員
さ
ん
が
早
期
申
告

各
会
の
役
員
さ
ん
が
申
告
書
を
提
出

す
る
な
か
、
法
人
会
の
受
付
で
は
、
法
人

担
当
の
岩
崎
副
署
長
が
自
ら
申
告
書
類

に
受
付
印
を
押
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

町
田
法
人
会
で
は
、
早
期
申
告
の
重
要

J
伊」

7
レ
宇
品
7
レ
h
~

。

性
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
、
毎
年
早
期
申

告
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
還
付
申
告
の
た
め
に

2
月

日
日
以
前
か
ら
税
務
署
を
訪
れ
る
方
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。
確
定
申
告
や
相
談
で

訪
れ
た
人
々
で
、
駐
車
場
に
設
け
ら
れ
た

〈申
告
書
白
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
〉
は
大
変

な
混
雑
で
し
た
。

@ 
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法
人
会
の
要
望
事
項

連
結
納
税
制
度
の
創
設
の
ほ
か
、
中
小
企
業
等
の
税
負
担
の

軽
減
(同
族
会
祉
の
留
保
金
課
税
、
交
際
費
課
税
)
が
実
現
!

平
成
十
四
年
度
改
正
で
は
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
や
厳
し
い
財
政
状

況
の
な
か
、
連
結
納
税
制
度
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も
に
中
小
企
業
関
係
税

制
、
相
続
税
制
等
で
所
要
の
措
置
が
講
じ
5
れ
て
い
ま
す
。

法
人
会
の
税
制
改
正
要
望
の
主
な
実
現
事
項
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

一
、
連
結
納
税
制
度
の
創
設

二、

中
小
同
族
会
社
の
留
保
金
課

税
の
軽
減

三、

交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制

度
の
定
額
控
除
限
度
額
の
引
き

上
げ

四
、
取
引
相
場
の
な
い
株
式
等
に

つ
い
て
の
相
続
税
の
課
税
価
格

の
軽
減
措
置

玉
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
の

拡
充

J

連
結
納
税
制
度
の

j
創
設

企
業
の
円
滑
な
再
編
を
促
し
、

国
際
的
な
競
争
力
の
強
化
を
図
る

た
め
、
連
結
納
税
制
度
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
基
本
的
な
仕
組
み

企
業
グ
ル
ー
プ
内
の
個
々
の
法

人
の
所
得
金
額
と
欠
損
金
額
を

通
算
し
て
法
人
税
を
課
す
仕
組

み
と
す
る
。

②
適
用
法
人
・
適
用
方
法

-
内
国
法
人
で
あ
る
親
会
社
と

そ
の
す
べ
て
の

一
O
O
%
子

会
社
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

-
連
結
納
税
制
度
の
適
用
は
選

択
制
と
し
、
国
税
庁
長
官
の

承
認
を
受
け
る
。
ま
た

一
日
一

選
択
し
た
場
合
は
原
則
と
し

て
継
続
し
て
適
用
す
る
。

①
連
結
所
得
金
額
お
よ
び
連
結
税
額

の
計
算

・
連
結
所
得
金
額
お
よ
び
連
結

税
額
は
、
連
結
グ
ル
ー
プ
内

の
各
法
人
の
所
得
金
額
を
基

礎
と
し
、
調
整
を
加
え
た
上

で
連
結
グ
ル
ー
プ
を

一
体
と

し
て
計
算
す
る
。

-
そ
の
上
で
、
連
結
税
額
を
連

結
グ
ル

ー
プ
内
の
各
法
人
の

個
別
所
得
金
額
ま
た
は
個
別

欠
損
金
額
を
基
礎
と
し
て
計

算
さ
れ
る
金
額
を
基
に
し
て

連
結
グ

ル
ー
プ
内
の
各
法
人

に
配
分
す
る
。

④
適
用
関
係

連
結
納
税
制
度
に
つ
い
て
は
、
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平
成
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に

開
始
し
、
か
っ
、
平
成
十
五
年

三
月
三
十
一
日
以
後
に
終
了
す

る
事
業
年
度
か
ら
適
用
す
る
。

⑤
連
結
納
税
制
度
の
創
設
に
伴
う

財
源
措
置

連
結
納
税
制
度
の
創
設
に
伴
う

税
収
減
に
対
応
す
る
た
め
の
財

源
措
置
(
連
結
付
加
税
二
%
お

よ
び
課
税
べ

1

ス
の
見
直
し
)

を
講
じ
、
二
年
後
に
改
め
て
見

直
し
を
行
う
。

!J
中
小
同
族
会
社
の

i-
留
保
金
課
税
の
軽
減

中
小
法
人
に
か
か
る
留
保
金
課

税
の
税
額
に
つ
い
て
は
、
二
年
間

の
措
置
と
し
て
、
そ
の
五
%
に
相

当
す
る
金
額
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

'
交
際
費
等
の
損
金
不
算

3
一
入
制
度
の
定
額
控
除
限

、
度
額
の
引
き
上
げ

交
際
費
等
の
損
金
不
算
入
制
度

に
つ
い
て
、
資
本
金
一
、

0
0
0

万
円
超
五
、

0
0
0
万
円
以
下
の

法
人
に
か
か
る
定
額
控
除
限
度
額

が
四
O
O
万
円
(
改
正
前
三
O
O

万
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

-支出交際費が

400万円以下の場合

支出交際費 X20% 

-支出交際費が

300万円以下の場合

支出交際費 X20% 

-支出交際費が

400万円超の場合

(支出交際費一400万円)

+(400万円X20%)

-支出交際費が

300万円超の場合

(支出交際費-300万円)

+(300万円X20%)

取
引
相
場
の
な
い
株
式
等

ヰ
一
に
つ
い
て
の
相
続
税
の

課
税
価
格
の
減
額
措
置

個
人
が
相
続
等
に
よ
り
取
得
し

た
取
引
相
場
の
な
い
株
式
等
の
う

ち
、
会
社
の
発
行
済
み
株
式
等
の

総
数
の
三
分
の
一
以
下
に
相
当
す

る
部
分
に
つ
い
て
、
以
下
の
要
件

を
満
た
す
場
合
、
当
該
相
当
す
る

部
分
の
う
ち
三
億
円
を
限
度
と
し

て
、
相
続
税
の
課
税
価
格
の
一

O
%
を
減
額
す
る
措
置
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

①
会
社
の
発
行
済
み
株
式
等
の
総

額
(
相
続
税
評
価
額
ベ

1
ス
)

が
一
O
億
円
未
満
で
あ
る
こ

シ」。

②
被
相
続
人
等
が
会
社
の
発
行
済

み
株
式
等
の
総
数
の
五
O
%
以

上
を
有
し
て
お
り
、
相
続
人
が

引
き
続
き
有
し
、
か
っ
、
役
員

と
し
て
会
社
の
経
営
に
従
事
し

て
い
た
こ
と
。

な
お
、
こ
の
減
額
措
置
を
選
択

し
た
場
合
に
は
、
小
規
模
宅
地
等

に
つ
い
て
の
相
続
税
の
課
税
価
格

の
計
算
の
特
例
等
の
適
用
が
停
止

さ
れ
ま
す
。

'02.2 

iJ
中
小
企
業
投
資
促
進

!
~
税
制
の
拡
充

告03-3357-0771

中
小
企
業
投
資
促
進
税
制
に
つ

い
て
、
中
小
企
業
が
機
械
装
置
を

取
得
し
指
定
事
業
に
供
し
た
場
合

に
適
用
さ
れ
る
特
別
償
却
(
初
年

度
三
O
%
)
ま
た
は
税
額
控
除

(
七
%
)
の
対
象
と
な
る
取
得
価
額

の
最
低
限
度
額
が
引
き
下
げ
ら
れ

る
と
と
も
に
、
適
用
期
限
が
二
年

延
長
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

取得価格の最低限度額

/ 

( 改正前 ) 230万円以上

/' 

・・・同圃冨岡・・ 160万円以上

安この記事についての問い合わせ先一一一一一一(社)東京法人会連合会

※リースの場合:

(改正前) 300万円以上

ι 
(改正後) 210万円以上

@ 
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事
務
系
男
子

四
十
四
・
四
歳
、

勤
続
十
三
・
七
年
で

平
均
賃
金
(
附
詩
間
)
は

四
二
六
、

O
O六
円
に

.‘畠血血----血畠畠畠畠皐畠畠--_.. ・---------ーーーーーー血血血畠血血血畠畠血血畠血血畠畠晶ー_.‘--
'軍曹曹曹官官官官官官ーーーーーーーーーーーーーーー曹曹司r__曹司.._--ー軍軍曹官官官ーーー-------官官"

東
京
都
産
業
労
働
局
で
は
、
都
内
に

お
け
る
中
小
企
業
の
賃
金
等
の
実
態
を

明
う
か
に
す
る
た
め
、
毎
年
定
期
的
に

調
査
を
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
皆
様
に
労
務
関
係
の
資
料

と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

調
査
結
果
(
調
査
時
点
、
平
成
十
三
年

七
月
三
十
一
日
現
在
)
を
抜
粋
し
て
お
知

5
せ
し
ま
す
。

都
内
九
ケ
所
の
労
政
事
務
所
で
は
、

賃
金
、
退
職
金
等
の
労
働
条
件
や
労
使

関
係
、
勤
労
者
福
祉
等
、
労
働
問
題
全

般
に
わ
た
っ
て
、
い
つ
で
も
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。
資
料
の
無
料
提
供
や
労
働

講
座
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
利
用
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

間
関
岡
悶
闘
凶

間
同
同
開
聞
闘
凶

本
調
査
で
は
、

労
働
協
約
や
就

業
規
則
な
ど
で
決
ま

っ
て
い
る
所

定
労
働
時
間
に
対
し
て
支
払
わ
れ

る
賃
金
を
所
定
時
間
内
賃
金
と
し

て
扱
い
ま
し
た
。

《
所
定
時
間
内
賃
金
》

基
本
給、

年
齢
給
、
職
能
給
、

職
務
給
、
家
族
手
当
、
住
宅
手

当
、
食
事
手
当
、
物
価
手
当
、

通
勤
手
当
、
役
付
手
当
、
特
殊

勤
務
手
当
、
技
能
手
当
、

精
皆
勤
手
当
、
生
産
手
当
、
個

人
能
率
給

《
所
定
時
間
外
賃
金
》

超
過
勤
務
手
当
、
休
日
出
勤
手

当
、
宿
日
直
手
当

等

社

j
-職
種
別
初
任
給

a

-

(

調
査
産
業
計
)

営業ー販売 事務系 技術系 生産系

区分
般 会計 営業事務 機械 電機 情報処理 その他の 生産 運転

営業 販売
事務 事務 販売事務 妓術 技術 技 術 技 術 作業 運搬

高校卒 166.988 164.433 165.366 166.569 164.438 167.469 165，991 170，253 162，075 166，002 164，886 

高専・
180，160 177.208 177.548 180，848 177.133 176，236 181.419 183，111 179.461 176，563 184.422 短大卒

専 門
179，191 178.748 176，208 180，382 177.330 173，714 179，756 181，114 176，570 174，900 179，700 学校卒

大学卒 201，038 197，825 197，534 200，806 198，561 200，000 202，286 205.437 200，175 196，685 191，362 

@ 

翠
七
月
一
か
月
の
賃
金

d

4

(

平
均
賃
金
)

(単位門)

七
月

一
か
月
の
賃
金
と
は
、
六
月

の
最
終
給
与
締
切
日
の
翌
日
か
ら
、
七

月
の
最
終
給
与
締
切
日
ま
で
の

一ヶ
月

間
の
賃
金
で
、
所
得
税
、
各
種
社
会
保

険
料
等
を
差
し
引
く
前
の
金
額
を
い
い

ま
す
。
臨
時
に
支
給
し
た
賃
金
や
賞
与

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

区 分
平均 平 均 平均扶養 7月1か月の賃金

年齢 勤続年数 家族数 所定時間内 うち通勤手当 所定時間外

全常用
調査産業計 40.4 11.1 0.9 333，986 12，239 32，876 

労働者
男子 41.8 12.2 1.0 361，338 12，234 35，840 
女子 36.2 7.8 0.6 249，131 12.403 22.445 

事務系
調査産業計 39.3 10.4 0.8 331，513 13.808 23.492 

労働者
男子 44.4 13.7 1.1 426，006 14.445 25，012 
女子 35.4 7.9 0.7 256，682 13，357 21，724 

技術系
調査産業計 37.5 11.0 1.0 352，246 12，520 39，652 
男子 38.2 11.7 1.0 363，293 12.481 40，850 

労働者 女子 32.2 6.0 0.5 277，673 12，888 28.439 

生産系
調査産業計 43.4 11.7 0.8 287，672 9，981 42，304 
男子 43.6 12.1 0.9 301，648 10，322 45，239 

労働者 女子 41.9 9.9 0.4 201，014 8，142 23，042 

営業 調査産業計 40.6 1 1.4 1.0 375，891 13，130 22，047 
販売系 男 子 41.5 12.2 l.l 396，697 13，231 22.418 
労働者 女 子 34.9 6.3 0.4 249，013 13，061 18，228 
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モ
デ
ル
賃
金
と
は、

学
校
を
卒
業

し
て
す
ぐ
に
入
社
し
た
者
が
普
通
の

能
力
と
成
績
で
勤
務
し
た
場
合
に
、

当
該
企
業
の
賃
金
規
定
お
よ
び
昇
給

事
情
の
も
と
で
、
所
定

時
間
内
賃
金
の
固
定
部

分
(
通
勤
手
当
を
除
く
)

が
勤
続
年
に
応
じ
て
ど

の
よ
う
に
上
昇
す
る
か

を
算
出
し
た
も
の
で
す
。

本
調
査
で

は
、
モ
デ

ル
条
件
に
合
致
す
る
も

の
が
い
な
い
場
合
に
は
、

賃
金
規
定
や
給
与
表
な
ど
に
よ

っ
て

モ
デ

ル
条
件
に
最
も
近
い
者
を
参
考

に
、
モ
デ
ル
年
齢
の
者
が
い
る
と
想

定
し
て
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
ベ

ー
ス
ア

ッ
プ

に

つ
い
て
は
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。

区 年 所定時間内 上昇計数
分 令 賃 金 (明証桔=100)

18 166.465 100.0 
高 30 255.153 153.3 
4交 40 334.465 200.9 
卒 50 400.717 240.7 

60 418.900 251.6 

高専
20 179.769 100.0 
30 259.344 144.3 

短大卒
40 337.609 187.8 
50 406.926 226.4 
60 420.638 234.0 

専聖霊
20 179.051 1000 
30 260.596 145.5 
40 340.482 190.2 
50 409.286 228.6 
60 422.106 235.7 

22 199.484 100.0 
大 30 272.731 136.7 
学 40 370.126 185.5 
卒 50 449.863 225.5 

60 475.134 238.2 

川
役
付
手
当

集
計
企
業

一
、
一
一
一

社
の
う
ち
七

七

・
一二
%
の
会
社
で
役
付
手
当
存
支
給

し
て
い
ま
す
。

同

一
役
職
で
同

一
支
給
額
を
支
給

し
て
い
る
企
業
の
平
均
支
給
額
は
、

部
長
職
七
二
、
四
O
O円、

課
長
職
四

六
、
八

O
O
円
、
係
長
職
二
O
、六

0
0

円
で
す
。

ω住
宅
手
当

集
計
企
業
の
う
ち
五
五
・

二
%
の

会
社
で
住
宅
手
当
を
支
給
し
て

い
ま

す
。
そ
の
、

2
っ
七
三

・
七
%
は
、
住
宅

の
形
態
に
関
わ
り
な
く

一
律
支
給
を
し

て
い
ま
す
。

一
律
支
給
の
場
合
は
、
世
帯
主
(
有

扶
養
家
族
)

一
八
、
六

O
O
円
、
単
身

者
世
帯
主

一
四、

0
0
0円
で
し
た
。

住
宅
の
形
態
別
支
給
の
場
合
は
、

世
帯
主

(有
扶
養
家
族
)

〈民
営
借
家
〉

三
O
、
七

O
O
円

〈公
営
借
家
〉

二
八
、
四

O
O
円

〈持
家〉

一
八、

二
O
O
円

単
身
者
世
帯
主

〈民
営
借
家
〉

二
四
、
九

O
O円

〈公
営
借
家〉

二
二
、
0
0
0円

〈持
家
〉

一
三
、
0
0
0円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ω家
族
手
当

集
計
企
業
の
う
ち
、
七

一一

・
九
%
の
会
社
で
家
族
手

当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

家
族
構
成
に
関
わ
り
な
く

一
律
に
支
給
し
て
い
る
企
業

の
平
均
額
は

一
O
、

0
0
0

円
。
家
族
構
成
に
よ
り
支
給

し
て
い
る
企
業
の
場
合
は
、

第

一
扶
養

(
配
偶
者
)

一O
、
九

O
O
円

第
二
扶
養

四、

六

O
O円

第
三
扶
養

四
、
一
O
O円

第
四
扶
養

三
、
九

O
O円

と
な
っ
て

い
ま
す
。

※町田出張所については、毎週火 木・金曜日(ただし、金曜日については担当者が出張することがありますので、午前中にご相談ください。)

所 名 f主 所 電話番号 担当地域(会社所在地)

中央労政事務所 中央区新富1-13-14労働スクエア東京3F (5543)6110 千代田区、中央区、文京区、島しょ

大崎労政事務所 品川区大崎1・11-1ゲートシァィ大崎 (3495) 611 0 港区、品川区、目黒区、大田区
ウエストタワ 2F 

新宿労政事務所 新宿区歌舞伎町2・42・10ハローワ-'}新宿ビル6F (3203)6110 新宿区、世田谷区、渋谷区、中野区、杉並区、練馬区

王子労政事務所 北区岸町1-6-17 (3900)6110 豊島区、北区、荒川区、板橋区、足立区

亀戸労政事務所 江東区亀戸2-19-1カメリアプラザ7F (3637)6110 台東区、墨田区、江東区、葛飾区、江戸川区

三鷹労政事務所 三鷹市下連雀4-17-23 0422(47)6110 ニ鷹市、武蔵野市、調布市、小金井市、東村山市、西東原市、
狛江市、清瀬市、東久留米市

立川労政事務所 立JII市曙町3-7-10 042(525)6110 
立川市、青梅市、目白島市、府中市、小平市、国分寺市、国立市、
福生市、東大和市、武蔵村山市、羽村市、あきる野市、西多摩郡

八王子労政事務所 八王子市明神町3・5-1 0426(45)6110 八王子市、町田市、日野市、多摩市、稲城市

町田出張労働相談所 町田市中町1-4-4町田市役所中町第二庁舎2F 042(726)1394 町田市

-都内労政事務所一覧

「平成13年中小企業の賃金事情jの調査結果につきましては、東京都産業労働局のホームページでもご覧いただけます。

(アドレス)http://www.metro.tokyo.jp/INET/CHOUSA/2001/12/60BCP500.HTM 

@ 



.人気ベスト5タイトル

1位 これだけは知っておきたい財務諸表の基礎知識

1 ~4巻 (A-0101 ~0 1 04) 

ビデオでわかるエクセル97
1 ~3巻 ( H-0901 ~0903 ) 

ビデオでわかるワード98

1 ~ 3巻 ( H-0701 ~0703 ) 

4位 よくわかる資金繰り 1 ~2巻 (A-0301 ~ 0302) 

5位米百俵 1小林虎三郎の天命 (G-0601) 
.注意事項

無断で複製したり 、営利目的のご使用は固くお断

りいたします。

返却日は厳守でお庫、弘、します。返却目前でも見終

わった場合は次にお待ちの方のため、 早めのご返却

をお陣買いします。

テープの取り扱いには十分ご注意ください。破損

した場合は全額ご負担いただく場合があります。

内容については、定期的に販売元ヘ確認を行って

いますが、法律の変更等により実状と異なる場合が

あります。あらかじめ ご了承下さし、。

をH
J
 

-フ』
ブ
レ

イ
さ

ラ
下

連
オ
用

法
デ
活

東
ビ
ご

2位

3位会員企業の皆嫌に無料でお貸しいたします

東法連 (東京法人会連合会)では、会員企業の社

員教育や経営実務、人事などを題材にした研修ビデ

オの貸出しを無料でしています。社内研修などにご

活用下さい。

。 お申し込み・お問い合わせ先

(社)東京法人会連合会

Fax:03-3357-0772 Tel:03-3357-0771 

.貸出本数・期間

1固につき5巻まで・2週間

.送料

送付時は無料。返送時は利用者でご負担くだ

.申込方法

以下の必要事項 (6項)とご希望のビデオ番号を

記入のうえ、 FAXにて東法連事務局までお申し込み

くださし、。

町田法人会の会員であるこ と・会社名 ・担当者名・

送付先住所・電話番号・FAX番号・希望ビデオ番号 (例:

A-0101など。タイトルについては、東法連のホ ー

ムページをご覧頂くか町団法人会までお問合せく

ださい。)

時
代
の
変
化
期
に
あ
た
り
、
ど
の
業
種

で
も
大
変
な
時
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

時
代
で
も
身
体
が

一
番
の
資
本
で
あ
る
こ

と
に
は
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

2
月

5
日
の

〈新
春
の
集
い
〉
の
折
、

竹
本
先
生
は
講
演
の
な
か
で
、
生
活
習
慣

病
は
良
い
習
慣
で
改
善
さ
れ
る
と
お

っ
し

ゃ
い
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
を
軽
視
せ
ず
、

ひ
と
つ

で
も
ク
リ

ア
す
る
こ
と
で
、
明
日

へ
の
事
業
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
で
し

よ
、っ
か
。

最
近
は
二
病
息
災
と
云
わ
れ
る
そ
う
で

す
が、

そ
れ
も
自
己
管
理
が
あ

っ
て
云
え

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「自
分
の

L

身
体
は
自
分
が

一
番
知

っ
て

い
る
」
と
検
査
を
怠

っ
て、

判
明
し
た
時

は
手
遅
れ
で

5
ヶ
月
で
逝

っ
た
連
れ
合
い

を
持

っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
皆
様
に
は
、
自

己
流
で
な
く

「正
確
な
検
査
と
自
己
管
理
」

を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
綴
り
ま
し
た
。

(宮

和
子
)

発行人・(社)町田法人会 会長八木要 編集人・(社)町田法人会広報委員会

東京都町田市森野1丁目9番20号 第二矢沢ビル4階 TEL:042(726)2453FAX:042(724)5853 

町団法人会ホームページ http://www.hojinkai-machida.or.jp 

Eメール official@hojinkai-machida.or.jp 

東法違・都内法人会の会員専用ペジユザ名;tohoren パスワド;0771 

本紙掲載の記事、写真の無断掲載を禁じます。

@ 



従業員の退職金準備に 法人会

d・・・・h・事業主が毎月一定の掛金を口座振替で振込み、退職金の支給は事業主に代って

畠副長畠温 当共済会が行うものです。(いわば「確定拠出型」の退職金制度です。)

曹空軍~ .毎月の掛金は税法上、全額損金算入または必要経費として処理できます。
、~ .掛金は1 口 1 ， 000円から 30口30 ，000円まで任意(従業員1 人当り月額) 。

-制度の内容
・東京都所在の事業所であれば、その従業員を加入させる

ことができます(但し、年齢 14歳6ヵ月以上 70歳6ヵ月以
下に限ります)。なお、掛金の払L、込みは市il)75歳までと

します。

・このfIjリ度に加入する場合には、全従楽貝を加入させなけ

ればなりません。但し、事業主自身、役員(使用人兼

務役員を除く)、事業主と生百 | をーにする~;![族は加入でき
ません。

お問い合わせ ・資料請求は

-中小企業退職金共済制度や適格退職年金との重緩加入

も認められています。

・退職拝金による給付金の受け取り
退職給付金を長期I(支給期間 5年もしくは 10年)にわた

り、少しずつ受け取ることもてをます。(掛金払込み期間10年、
年金年額24万円をともに超えている従業員にのみ適用)

・過去勤務期間通算のおすすめ
この制度に加入する以前の勤務期間を、 10年を限度として遡
及できます。 (好成五日1][1入~I喋所のみ適用)

塁更i量韮議特定退職金共済会 ?f;。:535;;F1511ドケ(?ヱー42



君?〉Zf?究委新発見@
iふ山巨臨場ヨ剖 [4km'1時間30分]

慶
応
4
年
に
建
て
ら
れ
側
年
が
す

ぎ
て
い
る
山
門
に
は
、
十
六
羅
漢

像
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

日大三高をすぎたら細い道に入ります。
野津田車庫行の
パスに乗ります
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